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大学の商議員懇談会に出席した時のことであ

る。私と隣り合わせになったある学部の教授が

こんな話をされた.

今の学生は成績はいいが精神的に弱い子が多

い.大学に入つて受験から解放される。やっと

周りを見る。周りにいる友達とどうつきあって

いいかわからない.悩みと向き合えない.カ ウ

ンセラーに相談する。親を呼ぶ。昔 大学が学

生の親に連絡することは考えられなかったが

今はそんなFr代 になつた.

その中で 大地に足をつけているなと感じる

学生が二人いた。どんな子ども時代を送ってき

たのかと訊いてみた.一人は子どもの頃li渡 に

山村留学をした。今までとまるで違う生活の中

に身をおき 自分で遊びを作つた。もう 人は

父親の転勤により海外で暮らした。自分と同年

代の子どもがホームレスであつたり物乞いをし

ている現場を見ていた.二人は共に 子どもの

頃の体験が今の自分の原点であると 話したと

いう。だから、とその教授は強調する。他者と

の交わりの中で自分の存在を確認できるような

体験学習が必要ですと.私 も同感だつた.

高齢社会となり 私たちは圧倒的に長い1寺間

を生きなければならな0ヽ t~校 にいる時間は一

生の何分の一になるだろう。旅に出たりあるい

は日常の生活の中で駅のホームに立つ時 日本

には数多くの駅があるだろうに 自分は 生の

うちいくつの駅を降りるのだろうと考える.li

大な言葉が詰まつたIT書 を引きながら ,かず

に終わる言葉はどのぐらいあるのだろうかと思

う.出合わない風景の方が 出合う風景よりは

るかに多いことを知らされる.

辞書を引かなくても 日常の会話の数は少な

くなっているのではないだろうか。便オ1な世の

中はコミュニケーションの機会を奪っている

口をきかずに買物ができるし 生活もできる.

いま 学校では意図的に遊びや会話の体験を

し 体を動かせば,さが動くことを実感させてい

る.以前より自分の感情をうまく処理できない

子が多くなっているからだ。自分が歩きたけれ

ば授業中でも歩きまわる.自 分の言つたことが

通らなければ机を
'口

き外へ飛び出す。人を傷つ

ける言葉を平気で舌t用する.学校が背負わされ

ているものは大きい.ひ とりひとりに時間をか

ける丁寧な対応が必要なのに それができない

現実がある.先生と子どもの一対―の関係と

子ども同士の関係が必要なのに 後者の関係が

育ちにくい.交わりをもつことに戸惑い 億劫

になっている。

大学生や地域の人が授業に入つたり 子ども

が地域の職場で学んだり 外部評価を取り入れ

たりと 学校の内容も少しずつ変わつてきてい

る。子どもたちは言葉で伝え合う表現力をみが

き 専門家の話に触れて+き方を教わ り 自分

の将来の姿や夢を重ねることができる。今はこ

うしたたくさんの生身の人とのかかわりが必要

なのだ。

子どもにとって幸せなことは 魅力的な大人

が周りにいることである.これから社会に出る

子どもや若者を いろいろな形で 見守 り応援

ができたらと思う。

(S40独文)

子
供
や
若
者
を
応
援

夢
育
む
人
と
の
か
か
わ
り

志村順子副会長

一
　

日
時
　
平
成
十
六

年
十

一
月
十
四
日
（日
）

一
一　
会
場
　
立
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル

〓
一　
会
費
　
懇
親
会
費

八
千
円
、
年
会
費
三
千

「四
　
会
次
第

総
会
　
四
時
半

平
成
十
五
年
度
事
業

活
動
報
告

平
成
十
五
年
度
会
計

報
告平

成
卜
五
年
度
監
査

報
告会

則
改
正

（八
ベ
ー

ジ
参
照
）

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

広
報
委
員
会
報
告

代
議
員
会
報
告

商
議
員
会
報
告

講
演
　
五
時
半

演
題

「世
相
を
斬
る
―
取
材
の

裏
側
」

講
師
　
島
田
敬
三
氏

（ベ
ン
ネ

ー
ム
　
溝
口
　
敦
）

昭
和
四
卜
年
政
経
学
部
卒
、
市

内
砂
川
町
在
住
。
平
成
十
五
年
に

「食
肉
の
帝
王
　
巨
富
を
つ
か
ん

だ
男
、
浅
田
満
」
で
第
二
十
五
回

講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
な

ど
を
受
賞
．

講
演
に
は

一
般
市
民
も
参
加
し

ま
す
。

懇
親
会
　
エハ
時
半

志
村
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
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志
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順
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０
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親
睦
深
め
母
校
支
援

原
則
を
再
確
認
し
前
進

立
川
稲
門
会
は
今
年
創
立
三
十

一
周

年
を
迎
え
ま
す
。
ふ
と
私
が
学
生
の
頃

今^
か
ら
二
十
年
も
前
で
す
が
）

『会

社
の
寿
命
は
三
十
年
」
と
い
う
　
当
時

多
く
の
学
生
に
読
ま
れ
て
い
た
本
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
会
社
組
織
は
栄
枯
盛

衰
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成
長
を
逐
げ

三
十
年
経

っ
た
と
こ
ろ
で
多
く
の
会
社

が
市
場
か
ら
去

っ
て
行
く
。
そ
こ
に
は

血
も
涙
も
な
い
自
由
主
義
経
済
の
市
場

原
理
が
あ
る
だ
け
で
　
努
力
を
怠

っ
た

も
の
は
洵
汰
さ
れ
て
い
く
。
読
ん
で
い

て
そ
ん
な
印
象
を
受
け
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
．

稲
門
会
も
営
利
を
目
的
に
は
し
て
い

な
い
も
の
の
　

一
つ
の
組
織
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
会
が
昨
年
二
十
日

年
を
迎
え
　
次
世
代
に
向
け
て
活
発
に

活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
思
う
と

草
創
期
か
ら
の
諸
先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
の
賜
で
あ
る
こ
と
に
　
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

私
は
常
々
　
組
織
が
末
永
く
発
展
し

て
行
く
に
は
　
何
に
お
い
て
も
確
固
と

し
た
理
念
を
持
ち
　
そ
の
理
念
を
皆
が

共
有
し
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く

べ
き
だ
思
い
ま
す
。
会
社
の
寿
命
は
三

―
年
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
　
長
い
歴
史

を
刻
み
続
け
て
い
る
会
社
は
　
そ
の
企

業
理
念
を
皆
が
忘
れ
る
こ
と
な
く
共
有

し
合

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
．

地
域
稲
門
会
で
あ
る
立
川
稲
門
会
が

今
後
も
発
展
し
て
行
く
に
は
　
第

一
に

「会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
」

第
二
に

「私
た
ち
が
お
世
話
に
な

っ
た

偉
大
な
母
校

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
」

第
〓
に

「地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
行
う

こ
と
」
　

こ
れ
ら
の
基
本
的
理
念
を
会

員
が
意
識
的
に
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
．
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
　
こ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
出
て

楽
し
い
会
　
出
席
し
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
会
に
す
る
こ
と
で
す
。
世
代
の
違

う
卒
業
生
が
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
浸
れ

る
の
は
母
校
を
称
え
る
共
通
の
さ
な
ざ

ま
な
歌
で
あ
り
　
ま
た
現
役
学
生
諸
君

と
の
交
流
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域

稲
円
会
と
し
て
は
　
ま
ず
多
く
の
校
友

に
参
加
し
て
頂
く
機
会
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
今
ま
で
母
校
と
疎
遠
に

な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
校
友
が
何
か
の

き

っ
か
け
で
稲
門
会
活
動
に
出
合
い

そ
こ
か
ら
母
校
を
思
う
気
持
ち
が
芽
生

え
れ
ば
　
第
二
、
第
二
の
理
念
の
実
現

へ
と
自
然
と
結
び
つ
い
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

こ
の
会
が
今
後
　
四
十
日
年
　
五
十

周
年
に
向
け
た
発
展
の
た
め
　
そ
し
て

愛
す
る
早
稲
田
大
学
の
発
展
の
た
め
に

私
自
身
も
こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
頑
張

っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

（Ｓ
“
　
社
学
）

会
で
の
付
き
合
い
は
　
学
生
時
代
に
成

し
え
な
か
っ
た
大
学
生
活
の

一
部
の
六

を
埋
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
橋
康
夫
さ
ん
か
ら
お
誘
い

い
た
だ
い
た

「千
代
田
の
野
鳥
と
自
然

の
会
」

最^
近
　
欠
席
が
ち
で
　
ご
迷

惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
）
　

中
村
信
さ

ん
お
誘
い
の

「猿
若
句
会
」
、
小
林
和

雄
さ
ん
お
誘
い
の

「た
ち
か
わ
多
文
化

共
生
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で
稲
門
会
以
外

の
活
動
も
　
先
輩
の
ご
指
導
で
続
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
　
稲
門
会
の
活
動
に
は
積
極

的
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
　
私
の
楽

し
み
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
駐
社
学
）

自

己

Ｐ

Ｒ
版

を
提
案

細

木村辰幸幹事長

学
生
時
代
の
不
足
補
う

三
グ
ル
ー
プ
に
積
極
参
加

ぶ
ん
三
十
代
の
前
半

頃
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
　
総

会
の
出
席
者
で
は
　
私
が
　
番
若
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
先
輩
に
気
さ
く
な
方

が
多
く
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
梅
見
の
会

な
ど
が
す
ご
く
楽
し
く
　
す
ぐ
に
会
に

馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は

会
に
出
る
こ
と
が
大
き
な
楽
し
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

私
は
　
大
学
で
は
　
社
会
科
学
部
に

通
学
し
て
い
ま
し
た
が
　
入
学
時
か
ら

す
で
に
職
場

（税
務
署
）
に
勤
め
て
お

り
　
夜
間
通
学
の
身
で
し
た
。
家
も
遠

か
っ
た
の
で
　
大
学
時
代
に
は
　
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
も
せ
ず
　
友
達
も
あ
ま

り
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
　
大
学

の
雰
囲
気
や
同
学
年
の
学
生
に
は
好
感

を
持

っ
て
い
ま
し
た
の
で
　
立
川
稲
門

近
況
報
告
が
て
ら
の
典弘

創
立
３。
周
年
記
念
総
会
盛
大
に
坪
賊
８‐５
昨

平
成
１５
年
■
月
８
日
の
第
ｍ
回
定
時

総
会
で
は
　
創
立
ｍ
周
年
を
記
念
し
て

祝
賀
懇
親
会
と
講
演
会
を
催
し
た
。
総

会
は
午
後
５
時
か
ら
立
川
市
の
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。
会
員
′
人
と
近

隣
稲
門
会
　
大
学
関
係
者
　
招
待
の
現

役
学
生
な
ど
帥
余
が
出
席
．
鴛
海
量
良

会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
ｍ
年
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
多
く
の
会
員
や
関
係
者

に
謝
意
を
述
べ
　
就
任
以
来
二
年
の
取

り
組
み
を
報
告
す
る
と
と
も
に
　
今
後

の
会
の
活
動
の
展
望
を
述
べ
た
．
井
原

徹
理
事
ら
が
祝
辞
を
述
べ
　
大
学
の
現

状
報
告
を
し
た
後
　
議
題
の
事
業
報
告

（木
村
辰
幸
幹
事
長
）

会
計
報
告

高^
橋

芳
樹
副
会
長
）、
監
査
報
告
　
（伊
藤
暢

子
監
査
＝
好
沢
恒
夫
経
理
幹
事
代
行
）

役
員
改
選
議
案
（木
村
幹
事
長
）な
ど
を

審
議
し
承
認
し
た
．
役
員
の
異
動
は

佐
竹
茂
市
郎
氏
が
副
幹
事
長
に
　
錦
織

文
良
　
広
報
委
員
長
（Ｓ
都
政
）と
波
多

野
進

Ｓ^
“
理
）、
米
田
典
弘

Ｈ^
６
社
）

今
村
英
之
（Ｈ
９
理
）の
４
氏
が
新
た
に

業
務
幹
事
と
な
っ
た
。
平
成
１５
年
度
の

事
業
計
画
（木
村
幹
事
長
）で
は
０
会
員

す
べ
て
の
た
め
の
稲
門
会
を
目
指
し
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
会
合

同
好
会
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る

②
母
校
の
事
業
　
特
に

一
二
五
周
年
記

念
募
金
を
強
力
に
支
援
す
る
０
近
隣
稲

門
会
と
の
交
流
を
活
発
に
す
る
④
会
員

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
外
部

へ
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
　
年

回
の
会
報
の
充
実
を
図
り
　
一
方
で
は

立
川
稲
門
通
信
を
随
時
　
機
動
的
に
発

行
す
る
⑤
現
役
学
生
と
の
交
流
を
は
か

る
―
を
確
認
し
た
．
６
時
か
ら
は
盛
大

な
祝
賀
会
を
催
し
　
総
会
に
先
立
つ
午

後
２
時
半
か
ら
立
川
市
の
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
　
ア
イ
ム
に
Ｏ
Ｂ
で
写
真
家
の

浅
井
慣
平
さ
ん
を
招
い
て

「浅
井
慣
平

語
る
　
歌
う
」
を
催
し
　
超
満
員
の
二

一
０
人
が
集
ま
っ
た
。
共
催
し
た
立
川

市
教
育
委
員
会
の
志
村
順
子
委
員
長
（立

川
稲
門
会
副
会
長
）
と
の
対
談
形
式
で

進
行
　
浅
井
さ
ん
は
　
写
真
家
の
心
構

え
や
創
作
の
ポ
イ
ン
ト
　
ロ
常
の
物
の

見
方
　
教
育
の
あ
り
方
な
ど
を
率
直
に

語

っ
た
。
さ
ら
に
　
自
石
信
と
ナ
レ
オ

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
と
の
掛
け
合
い
演
奏
で

は
　
自
ら
ウ
ク
レ
レ
を
弾
い
て
ハ
ワ
イ

ア
ン
４
曲
を
披
露
し
喝
来
を
浴
び
た
。

講
演
会
と
演
奏
の
模
様
に
つ
い
て
は
広

報
委
員
会
が
速
報
態
勢
を
取
り
　
懇
親

会
の
席
に
カ
ラ
ー
写
真
入
り
の

「稲
門

会
通
信
」
８
号
と
し
て
配
付
し
た
。

【出
席
者
】
来
賓
＝
丼
原
徹
理
事
　
斉

藤
鉄
生
調
査
役
　
内
口
順
也
昭
島
会
長

梅
田
正
宏
同
副
会
長
　
赤
見
市
郎
あ
き

る
野
会
長
　
小
野
三
馬
同
副
会
長
　
河

合

一
郎
稲
城
会
長
　
山
田
弘
子
同
副
会

長
　
田
辺
時
夫
青
梅
会
長
　
長
沼
昭
夫

国
立
会
長
　
萩
尾
昇
同
幹
事
、
宮
澤
晃

平
狛
江
会
長
　
若
月
啓
功
国
分
寺
副
会

長
　
同
河
原
崎
劫
副
会
長
　
小
林
茂
多

摩
会
長
　
笠
原
昌
夫
詞
布
会
長
　
酒
井

陸
紀
八
王
子
副
会
長
　
石
川
好
男
福
生

会
長
　
森
田
雅
幸
同
副
会
長
　
中
倉
伸

明
同
会
計
幹
事
　
沖
倉
強
同
会
計
監
査

山
本
和
幸
同
会
員
、
小
室
修

一
府
中
副

会
長
．
立
川
会
員
＝
丼
川
芳
柔
、
今
村

英
之
、
内
野
正
男
　
榎
本
信
行
　
江
藤

英
彦
　
人
岩
泰
世
　
大
上
保
、
鴛
海
量

良
　
加
賀
美
和
夫
　
亀
井
裕
子
　
木
村

辰
幸
　
佐
々
木
等
　
柴
香
里
、
佐
竹
茂

市
郎
、
志
村
順
子
　
鈴
木
　
廣
　
鈴
木

茂
夫
、
関
善
造
　
高
橋
康
夫
　
高
橋
芳

樹
　
竹
内
雅
美
　
口
中
清
　
日
中
保
忠

田
中
良
　
坪
井
久
夫
　
富
樫
稔
　
長
野

長
正
　
中
村
克
久
　
中
村
信
　
中
村
政

弘
　
錦
織
文
良
　
野
宮
彬
　
硲
寛
　
波

多
野
進
　
原
健

一　

肥
後
昭

一　

度
瀬

俊
夫
　
古
川
剛
久
　
本
田
欽

一　

丸
本

和
代
　
宮
崎
浩
　
目
黒
習

‥

森
山
勇

柳
澤

一
郎
　
好
沢
恒
夫
　
米
国
典
弘
．

学
生
＝
大
石
秀
昭
、
酒
井
由
夏
、
根
本

祥
平
　
水
野
唯
　
石
原
諭
　
中
井
研
友

鈴
木
萩
緒
　
福
田
智
子
　
濱
田
睦
．

卒
業
以
来
　
生
ま
れ
育

っ
た
立
川
の

稲
円
会
に
　
い
つ
も
楽
し
く
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
稲
門
会
活
動
と
し
て
は
　
い
つ

も
出
欠
葉
書
に
書
く
近
況
報
告
の
デ
ラ

ッ
ク
ス
版
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て

は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
．

，
川
稲
門
会
に
は
　
優
秀
で
　
良
く

も
悪
く
も
個
性
的
な
人
々
が
集
結
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
　
年
に
数
回
集
ま
り

酒
を
飲
ん
で
校
歌
を
歌

っ
て
帰
る
だ
け

で
は
も

っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
．

一
人
当
り
Ａ
５
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を

割
り
振
り
、
自
分
の
好
き
な
事
を
書
い

て
頂
き
ま
す
。

「帆
船
の
模
型
製
作
で

し
た
ら
プ

ロ
中
の
プ

ロ
で
す
．
何
で
も

聞
い
て
下
さ
い
―
」
と
か

「家
庭
菜
園

を
始
め
た
い
の
で
す
が
、
何
か
ら
や
れ

ば
い
い
で
す
か
ね
。
誰
か
教
え
て
下
さ

い
」
と
か
　
　
　
。

こ
の
人
に
こ
う
い
う
趣
味
が
あ

っ
た

の
か
と
再
認
識
し
た
り
　
今
ま
で
あ
ま

り
会
話
し
た
事
が
な
か
っ
た
会
員
と

共
通
の
趣
味
の
話
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
が
っ
た
と
か
　
新
し
い
交
流
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．

＾
Ｈ
６
社
学
）
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‐５０
人
集
い
第
二
回
大
会

〓
７
摩
支
部

多
彩
な
催
し

第
二
回
東
京
三
多
摩
支
部
大
会

が
十
月
二
日
午
後
四
時
か
ら
　
あ

き
る
野
市

「あ
き
る
野
ル
ビ
ア
」

三
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
第

一

部
は
あ
き
る
野
農
協
ホ
ー
ル
で
自

井
克
彦
総
長
が

「早
稲
田
大
学
の

新
展
開
」
と
題
し
て
講
演
　
そ
の

後
　
あ
き
る
野
ル
ビ
ア
で
第
二
部

の
懇
親
会
を
開
い
た
。

講
演
に
先
立
ち
　
今
年
の
主
幹

稲
門
会
の
福
生
　
あ
き
る
野
を
代

表
し
て
石
川
好
男
支
部
長

（福
生

会
長
）
が
総
合
挨
拶
を
し
た
。
第

二
部
の
懇
親
会
で
は
赤
見
市
郎
副

支
部
長

あ^
き
る
野
会
長
）
が
抱

負
と
決
意
を
述
べ
た
．

議
事
の
中
心
で
あ
る
校
友
会
活

動
の
現
状
と
展
望
　
百
二
十
五
周

年
記
念
募
金
に
つ
い
て
は
、
小
林

栄

一
郎
　
校
友
会
代
表
幹
事
が
詳

細
に
説
明
し
た
。
手
塚
善
雄
　
東

京
都
二
十
三
区
支
部
長

（千
代
田

会
長
）
と
田
中
雅
夫
　
あ
き
る
野

支
部
長
が
挨
拶
し
た
．

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
募
金

寄
付
金
の
目
録
を
石
川
支
部
長
か

ら
自
井
総
長
に
贈
呈
し
て
懇
談
に

入
っ
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
は
　
昨
年
同
様

に
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
ジ
ヤ
ズ
ク

ラ
ブ
が
出
演
し
て
軽
妙
な
演
奏
を

披
露
　
主
催
者
心
づ
く
し
の
郷
土

芸
能

「羽
村
市
の
東
町
祇
園
ば
や

し
保
存
会
の
演
奏
の
披
露
が
あ
っ
た
。

次
期
主
幹
稲
門
会
の
昭
島
　
青
梅
を

代
表
し
て
昭
島
の
内
田
順
也
会
長
が
受

詰
と
決
意
を
述
べ
　
校
歌
を
斉
唱
し
て

六
時
半
に
閉
会
し
た
。

立
川
稲
門
会
か
ら
は
　
鴛
海
量
良
会

長
　
高
橋
芳
樹

志
村
順
子
両
副
会
長

佐
竹
茂
市
郎
副
幹
事
長
、
大
岩
泰
世
顧

問
　
錦
織
文
良
　
広
報
委
員
長
　
亀
井

裕
子
幹
事
の
七
人
が
出
席
し
た
．

（広
報
委
員
会
）

最
近
は
特
許
戦
争
と
呼

発
で
製
品
や
商
品
を
業
と
し
て
い
る
我

々
か
ら
み
て
不
思
議
な
気
も
す
る
が

経
営
陣
も
含
め
た
そ
の
企
業
全
体
の
社

内
評
価
が
不
当
に
低
く
扱
わ
れ
る
傾
向

が
強
く
　
開
発
者
が
途
中
で
諦
め
て
し

ま
う
た
め
と
も
考
え
る
。

最
近
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
青
色
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
も
　
当
初
は
日
本
中
の

電
機
業
界
の
評
価
は
非
常
に
低
く
　
技

術
者
は
米
国
の
大
学
教
授
と
し
て
頭
脳

流
出
し
て
し
ま
っ
た
し
　
東
芝
が
四
十

年
ほ
ど
前
に
開
発
し
た
磁
気
テ
ー
プ
の

ヘ
リ
カ
ル
ス
キ
ャ
ン
方
式
も
ア
ン
ベ
ツ

ク
ス
で
Ｖ
Ｔ
Ｒ
と
し
て
実
用
化
さ
れ

こ
の
技
術
は
ビ
デ
オ
技
術
の
殿
堂
に
名

誉
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
東
芝
は
十
年

後
に
な
っ
て
東
芝
ア
ン
ペ
ツ
ク
ス
社
を

設
立
し
　
こ
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
技
術
を
逆
導

入
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
は
ぼ
十
年
ほ
ど

過
ぎ
　
ソ
ニ
ー
の
β
と
ビ
ク
タ
ー
の
Ｖ

Ｈ
Ｓ
が
基
本
技
術
で
は
な
く
　
市
場
獲

得
競
争
で
大
き
な
話
題
を
提
供
し
た
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

今
は
Ｉ
Ｔ
技
術
で
あ
ら
ゆ
る
情
報
が

瞬
時
に
世
界
を
駆
け
巡
る
時
代
だ
が
、

一
つ
の
特
許
技
術
が
国
家
の
経
済
係
争

の
種
に
も
な
り
か
ね
な
い
現
状
を
外
務

省
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
介
の
小
企
業
の
お
や
じ
と
し
て

身
近
な
小
さ
な
テ
ー
マ
を
基
に
せ
っ
せ

と
特
許
を
取
得
し
て
世
の
た
め
人
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
少
し
で
も
出
来
れ
ば

と
日
ご
ろ
あ
く
せ
く
の
私
で
す
が
　
十

年
程
昔
　
ヤ
マ
ハ
の
電
気
自
転
車
に
負

け
な
い
安
い
も
の
を
作
ろ
う
と

一
年
は

ど
試
作
車
を
開
発
し
た
り

［特
許
技
術

は
私
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
　
今
で
も

考
え
て
い
る
］
ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
充

電
回
路
は
医
療
器
メ
ー
カ
ー
の
共
同
研

究
者
が
途
中
で
定
年
退
職
で
外
れ
て
し

ま

っ
て
ボ
ツ
な
ど
　
失

っ
た
チ
ャ
ン
ス

は
数
々
で
　
多
少
儲
け
さ
せ
て
も
ら

っ

た
り
　
に
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
も
の
は
ご
く
僅
か
．

で
も
時
計
の
振
り
子
や
小
さ
な
人
形

が
ぶ
ら
ふ
ら
振
れ
て
い
る
ム
ー
ビ
ン
グ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
る
と
、
開
発
当
時

の
ガ

ツ
ツ
が
楽
し
く
蘇

っ
て
る
。
昨
今

で
は
こ
の
簡
単
な
回
路
の
生
産
は
ほ
と

ん
ど
中
国
に
転
出
し
て
し
ま

っ
た
が
ま

あ
い
い
さ
　
茨
は
世
界
を
相
手
し
た
大

き
い
特
許
で
も
考
え
て
み
よ
う
か
　
な

ど
と
気
宇
壮
大
に
考
え
て
い
る
。

（Ｓ
３４
電
気
）

世界本手の特許開発
頭 か 巡る創意と工夫

長野 長正

中村克久

一＝
Ｈ
け
一
ば
れ
る
よ
う
な
激
し
い
商

品
開
発
係
争
の
話
が
ほ
と

ん
ど
間
か
れ
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
．
販
路
拡
大
と

か
市
場
独
占
と
か
　
商
品
販
売
の
話
題

が
多
く
な
っ
て
特
許
係
争
の
よ
う
な
技

術
開
発
競
争
は
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
感
さ
え
す
る
。

我
が
国
の
特
許
出
願
は
毎
年
二
十
万

件
程
で
、
実
に
世
界

一　
米
国
の
十
倍

に
も
の
ぼ
る
が
　
商
品
化
さ
れ
る
の
は

米
国
の
十
分
の

一
で
極
め
て
少
な
く

相
変
わ
ら
ず
技
術
導
入
が
多
い
。
日
頃

か
ら
特
許
出
願
に
励
み
　
そ
の
技
術
開

運
動
部
の
強
化

金
か
か
る
悩
み

早
稲
田
大
学
に
は
体
育
部
が
四
十
二

部
あ
り
　
明
治
三
十
五
年
に
創
部
し
た

野
珠
　
庭
球
、
漕
艇
　
剣
道
　
柔
道
、

弓
道
が
も
っ
と
も
古
い
歴
史
を
も
っ
て

い
る
。

直
近
の
創
部
は
ラ
ク
ロ
ス
部
で
平
成

十
二
年
．
我
が
米
式
蹴
球
部

ア^
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
は
昭
和
十
四
年

と
い
う
日
米
開
戦
前
夜
の
創
部
だ
。
十

一
月
十
四
日
の
総
会
に
あ
わ
せ
て
早
稲

田
ス
ポ
ー
ツ
の
今
季
の
総
括
と
言
わ
れ

た
が
　
シ
ー
ズ
ン
真

っ
只
中
の
体
育
部

が
多
い
の
で
　
勝
負
と
は
関
係
の
な
い

興
味
あ
る
部
の
内
部
事
情
を
書
い
て
み

た
い
。

我
々
早
稲
田
マ
ン
に
と
っ
て
　
正
月

の
箱
根
駅
伝
は
年
の
始
め
の
美
酒
に
酔

い
た
い
と
こ
ろ
．
駅
伝
に
勝
つ
に
は
良

い
選
手
を
毎
年
平
均
し
て
入
部
さ
せ
て

鍛
え
る
こ
と
が
良
い
こ
と
は
誰
で
も
周

知
の
こ
と
だ
が
　
当
校
に
は
伝
統
が
あ

る
が
ゆ
え
に
そ
う
は
行
か
な
い
事
情
が

あ
る
。

競
走
部
は
大
正
三
年
の
創
部
．
短
距

離
、
中
距
離
、
長
距
離
、
投
て
き
　
障

害
、
眺
躍
部
門
を
網
羅
し
、
か
つ
こ
れ

ら
各
部
門
に
鉾
々
た
る
先
輩
諸
兄
が
い

る
。
長
距
離
の
駅
伝
に
特
化
し
た
選
手

補
強
に
難
し
い
事
情
が
あ
る
．
も
っ
と

も
箱
根
で
は
予
選
会
で
イ
ン
カ
レ
の
成

績
が
ポ
イ
ン
ト
さ
れ
　
昨
年
は
三
　
二

四
加
算
さ
れ
予
選
会
を
通
る
こ
と
が
出

来
た
の
だ
が
．

私
た
ち
昭
和
三
十
六
年
卒
業
の
各
体

育
部
卒
業
生
で
数
年
前
に

「早
稲
田
ス

ポ
ー
ツ
を
強
く
す
る
会
」
を
設
立
　
大

学
に
提
言
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
①
有

給
専
任
コ
ー
チ
制
度
②
有
力
選
手
の
優

先
入
学
を
挙
げ
た
。
野
メ
部
な
ど
を
除

き
　
ほ
と
ん
ど
の
体
育
部
が
卒
業
生
の

手
弁
当
で
監
督
　
コ
ー
チ
を
つ
と
め
て

い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
．
対
抗

す
る
有
力
校
は
職
員
と
し
て
処
遇
。
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本

一
の
立
命
館
大
学
は

十
五
人
の
専
任
コ
ー
チ

も^
ち
ろ
ん
有

給
）
を
擁
し
て
い
る
。
奥
島
前
総
長
は

「百
二
十
五
周
年
に
は
全
運
動
部
を
日

本

一
に
」
と
発
破
を
掛
け
た
が
　
運
動

部
を
強
く
す
る
に
は
金
が
要
る
の
も
事

実
で
あ
る
．　
　
　
　
　

Ｓ^
３６
政
経
）
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■
■
暫
ル
ム
の
山
旅

伊
藤

暢
子

高
台
の
社
長
宅
か
ら
見
る

ン
ム
シ
ャ
ー
ル
本
村
　
左
下
は
“
歳
の
高
校
生

標高32001Fで 3週間

村民から歓迎攻め

カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
は
パ
キ
ス
タ
ン
北

部
地
域
に
あ
り
　
世
界
第
一
の
高
峰
や

を
始
め
　
世
界
の
斥
根
と
い
わ
れ
て
い

る
　
こ
の
０
　
九
年
振
り
に
四
度
日
の

カ
ラ
コ
ル
ム
を

二
週
間
楽
し
ん
だ
．

今
回
の
日
的
地
は
シ
ム
シ
ャ
ー
ル
村

だ
。
イ
ン
ダ
ス
川
の
支
流
フ
ン
ザ
川
の

東
方
五
十
ヽ
ｏ
の
岩
峰
鋭
く
申
木
も
生
え

な
い
大
峡
谷
を
餌
行
す
る
と
　
忽
然
と

現
れ
る
緑
豊
か
な
オ
ア
シ
ス
　
そ
こ
が

シ
ム
シ
ャ
ー
ル
だ
．
八
年
前
に
読
ん
だ

踏
杏
報
＋
書

「
シ
ム
シ
ャ
ー
ル
か
ら
パ

ミ
ー
ル
ヘ
一
が
私
の
こ
の
村

へ
の
憧
れ

の
発
端
と
な
っ
た
。

月
　
旧
知
の
フ
ン
ザ
の
ガ
イ
ト

ア
ミ
ン
さ
ん
か
ら
　
今
夏
シ
ム
シ
ャ
ー

ル
に

，
―
フ
道
が
開
通
す
る
と
朗
報
が

入

っ
た
。
そ
し
て
八
月
■
Ｉ
Ｈ
二
組
の

夫
針
六
人
が
　
成
―――
を
発
っ
て
五
日
日

に
シ
ム
シ
ャ
ー
ル

入
り
を
果
た
し
た
．

村
は
標
高
　
ｒ
計
に
あ
る
．
高
低
差

■
　
四
百
”
段
Ｌ
に
　
本
村
を
中
心
に

―
程
の
字
村
か
ら
成
る
百
四
卜

Ｐ
，
八

百
人
の
大
き
な
村
だ
　
女
性
の
姿
が
少

な
い
が
　
こ
れ
は
五
月
か
ら
十
月
ま
で

四
＋
五
戸
の
女
性
　
幼
児
　
老
人
が
標

高
四
十
五
百
１，，
夏
村
に
行

っ
て
い
る
か

ら
だ
　
ヤ
ク
　
千
頭
　
羊
　
山
羊
多
数

を
引
き
連
れ
バ
タ
ー
　
チ
ー
ズ
を
件
り

麓
の
町
村
に
売
る
の
だ
．

私
達
は
本
村
ど
真
中
の
果
樹
国
付
き

の
占
い
民
家
に
“
ま
っ
た
。
実
は
村
で

は
旅
行
者
は
油
め
な
い
決
ま
り
だ
が

ア
ミ
ン
が
こ
こ
に
親
成
が
多
く
馴
染
み

が
深
い
事
で
可
能
だ

っ
た
の
だ
。

村
で
は
毎
日
食
事
の
接
待
攻
め
に
遭

っ
た
　
最
終
日
は
遂
に
た
力
所
も
重
な

つ
　
私
達
は
ホ
イ
ホ
イ
Ｌ
す
べ
て
お
受

け
し
出
掛
け
た
　
ヽ
の
医
者
か
ら
も
声

が
掛
か
っ
た
　
彼
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
の
責
任
ィ
で
　

，
―
プ
道
が
出
来

て

一
気
に
観
光
地
と
し
て
俗
化
し
て
行

く
村
を
厳
し
い
規
制
で

，
ろ
う
と
し
て

い
る
．
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
村
か
ら
離
れ

た
所
に
し
か
建
て
さ
せ
な
い
。
旅
行
者

の
質
を
見
て
村
内
を
案
内
す
る
か
ど
う

か
も
彼
が
選
別
す
る
と
い
う
．

医
者
は

「た
ま
に
登
山
家
が
　
　
一

泊
し
て
行
く
だ
け
の
何
も
な
い
シ
ム
シ

ャ
ー
ル
に
日
本
の
皆
さ
ん
が

一
週
間
も

滞
在
し
　
村
の
伝
統
を
理
解
し
尊
重
し

て
下
さ

っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
言

っ
た
　
こ
の
ド
ク
タ
ー
　
ど

う
や
ら
我
々
の
来
行
を
観
察
し
て
い
た

よ
う
だ
．
そ
れ
で
最
後
の
――
に
　
招
待

す
る
に
値
す
る
と
選
別
し
て
く
れ
た
ら

し
いと

い
う
事
で
日
本
人
の
印
象
を
良
く

し
て
き
た
の
で
　
皆
さ
ん
も
こ
の

「大

カ
ラ
コ
ル
ム
嶺
天
上
の
■
　
ン
ム
シ
ャ

ー
ル
」
に
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

近
年
の
旅
で
は
　
モ
ン
ゴ
ル
　
ア
ル

タ
イ
山
脈
　
チ
ベ
ッ
ト
　
■
十
一
百
■

の
テ
「
モ
ラ
ン
マ

＾
エ
ヘ
レ
ス
ト
）
べ

―
ス
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
印
象
に
残
る
．

ミ
ャ
ン
マ
ー
　
イ
ン
レ
ー
測
　
シ
ャ
ン

族
の
ナ
フ
ー
村
　
こ
う
い
う
ア
ジ
ア
の

口
合
も
■
か

っ
た
な
あ

（Ｓ
ヽ
文
　
Ｓ
ｍ
文
研
修
）

江
藤
英
彦

レでボ
F楽療法

ｔ
年
後

の
自
由

な
時
間
を
使

っ
て

何
か
楽
器
演
奏
を

身

に

つ
け
て
み
た

い
と
考
え
　
ウ
ク

分
遠
の
好
み
　
趣
味
の
押
し
つ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
で
す
。
あ
く

ま
で
も
高
齢
者
の
方
々
の
音
楽
　
娯
楽

療
法
の
お
手
伝
い
で
あ
る
こ
と
を
自
党

し
　
皆
さ
ん
か
喜
ん
で
欽
迎
参
画
し
て

く
れ
る
運
山
演
奏
に
徹
し
ま
す
．
件
意

な
ハ
ヮ
イ
ア
ン
は
　
の
次
と
し
　
昔
懐

か
し
い
唱
歌
や
流
行
歌
を
中
心
に
構
成

し
ま
す
。
必
要
な
歌
集
も
パ
ソ
コ
ン
で

作

っ
て
提
供
し
ま
す
．
演
奏
に
合
わ
せ

て
　
皆
さ
ん
の
日
が
開
き
　
声
を
出
し

て
手
拍
子
を
打

っ
て
く
れ
れ
ば
　
そ
の

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
成
功
　
と
い
う
わ
け

で
す
。
　
　
　

　
　

　
　

（Ｓ
“
法
）

れ
に
は
岩
壁
に
刻
む
よ
う
な
真
剣
さ
で

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
山
形
　
千
雄
著

「Ｈ

本
人
と
思
想
　
か
　
そ
の
思
想
の
深
さ

と
歴
史
的
価
値
付
け
が
な
さ
れ
た
．

今
後
は
専
門
の
中
販
売
業
界
を
中
心

に
　
誰
も
か
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
　
少
し
で
も
企
業
と

人
の
発
展
の
お
役
に
立
ち
た
い
Ｌ
願

っ

て
い
る
．
　

　

　

　

　

Ｓ

絆
　
文
）

る
こ
と
で
す
．
こ
の
ア
フ
ロ
ー
チ
で
あ

れ
ば
　
必
ず
歓
迎
さ
れ
ま
す
．
そ
の
訪

問
時
に
は
日
程
調
整
　
施
設
利
用
者
の

要
介
護
性
　
人
類
　
演
奏
環
境
の
下
兜

を
し
　
演
奏
時
間
に
つ
い
て
の
■
ヵ
の

う
　
日
本
企
業
が
”

ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
，

ヵ
し
　
自
分
も

企
業
も
成
長
し
な
か

ら
や
い
か

い
を
■

い

出
そ
う
と

い
う
風
■

が
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
か

中
高
年
の
白
殺
増
加
に
結
び
つ
い
て
い

|こ

■ 1召

業 |
し  i

研

`多に
日寺
流
の

変
化

Rり 越え

ざ再確認

人
材
育
成

一
筋
に
３。
年

∋

は

―
九
年

約
九

原 健―
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ウクレ
て
　
周
囲
の
方
々
と
も
楽
し
み
を
共
有

し
　
少
し
て
も
社
会
の
お
役
に
立
て
ば

と
　
高
齢
者
施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
　
ど
の

よ
う
な
段
取
り
と
内
容
に
留
意
し
て
い

る
か
に
触
れ
て
み
ま
す
。
ま
ず
市
の
高

齢
者
施
設
の
中
か
ら
訪
問
し
た
い
施
設

を
選
び
　
そ
の
施
設
を
訪
れ
　
ウ
ク
レ

レ
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
売
り
込
み
ま
す
。

そ
の
際
の
要
点
は
　
先
方
の
施
設
の
音

楽
療
法
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
訴
え

Ｇ

臨

識．餌
　れん醐』はっ̈

許施　こ睛は向嗜華詢

し
た
。
ウ
ク
レ
レ

の
楽
し
さ
を
介
し

都
合
も
聴
取
し
ま
す
‘
さ
ら
に
　
高
齢

者
の
方
々
に
ウ
ク
レ
レ
伴
奏
に
よ
る
合

唱
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
　
歌
集
の

確
認
な
ど
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
肝
要

で
す
．

次
の
任
事
は
　
当
方
の
仲
間
と
の
調

整
で
す
。
現
役
で
働
い
て
い
る
人
も
い

る
の
で
、
無
理
の
な
い
日
程
調
整
が
重

要
で
す
。
ま
た
訪
間
の
前
に
最
低

一
回

は
集
合
し
　
訪
同
時
の
留
意
点
を
徹
底

し
　
演
奏
の
子
行
演
習
も
や
り
ま
す
。

さ
て
　
訪
間
当
日
に
は
早
め
に
先
方

を
訪
れ
　
音

，
と
舞
台
な
ど
会
場
調
整

を
し
て
開
演
に
備
え
ま
す
。
あ
と
は
施

設
職
員
の
協
力
と
高
齢
者
の
方
々
の
熱

心
な
参
画
を
促
し
　
円
滑
に
演
奏
が
進

行
す
る
よ
う
司
会
に
も
傾
注
し
ま
す
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
素
人
芸
の
自

る
。
経
営
者
の
　
社
員
１
人
間
を
ど
う

思
う
か
の
理
念
の
差
で
大
き
な
違
い
が

出
て
き
て
い
る
。

色
々
な
企
業
で
早
稲
田
の
Ｏ
Ｂ
に
出

会
う
が
　
私
が
四
　
五
十
代
の
頃
は

先
輩
は
後
輩
の
私
を
か
わ
い
が
り
　
色

々
と
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
。
し
か
し

後
輩
は
　
私
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
先
輩

と
し
て
扱

っ
て
く
れ
な
い
。
自
分
が
至

ら
な
い
と
は
思
い
な
が
ら
も
少
し
寂
し

い
気
持
だ
。
同
じ
早
稲
田
に
学
ん
だ
仲

間
と
し
て
親
し
み
を
感
じ
、
も
っ
と
か

か
わ
り
た
い
と
の
心
を
持
ち
た
い
と
思

っ
て
い
る
．

こ
の
仕
事
を
す
る
私
の
気
持
の
支
柱

は
　
師
の
森
信
三
　
早
大
法
学
部
教
授

の
言
葉

「教
育
と
は
流
れ
る
水
に
文
字

を
書
く
よ
う
な
果
て
な
い
業
だ
が
、
そ

‘

１

■

１

１

今
年
五
月
に
妻
が
大
腸

癌
の
手
術
を
受
け
た
。
進

行
状
況
、
手
術
後
の
経
過

な
ど
を
気
に
し
な
が
ら
不

安
な
毎
日
を
過
ご
し
た
。

幸
い
手
術
は
成
功
し
　
平

穏
な
日
々
を
送
っ
て
い
る

セ
ン
タ
ー
の
講
師
に
な
っ
た
．
社
員
で

は
な
い
の
で
、
多
様
な
業
界
の

一
流
企

業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
　
社
員
研
修
を

三
＋
年
ほ
ど
や
っ
て
き
た
。
新
入
社
員

か
ら
管
理
者
ま
で
　

一
流
企
業
に
は
優

秀
な
人
材
が
入
っ
て
い
る
の
で
　
動
機

づ
け
的
な
こ
と
は
や
ら
な
い
．
ほ
と
ん

と
が
業
務
や
専
門
知
識
や
技
術
だ
。
ア

メ
リ
カ
で
主
に
や
っ
て
い
る
方
法
で
あ

レ^
）。一

方
　
中
小
企
業
は
動
機
づ
け
が
ま

ず
大
切
だ
。
最
近
は
す
ぐ
に
成
果
を
出

さ
せ
よ
う
と
　
実
務
だ
け
を
重
視
す
る

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
　
勝

ち
組
と
負
け
組
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
し
ま

年
日
と
事
Ｃ
セ
ー

ル
ス
を
し
　
そ
の

メ
ー
カ
ー
の
研
修

妻のがん手術ラ

40年の絆の強そ

今
年
二
月
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
コ
ン

ペ
の
後
て
　
折
角
こ
う
し
て
集
ま
っ
て

い
る
の
に
年
二
　
三
回
の
ゴ
ル
フ
で
終

わ
る
の
は
残
念
と
い
う
声
に
　
数
年
前

か
ら
毎
日
五
キ
ロ
ほ
ど
歩
い
て
い
る
私

が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
提
案
し
た
の
が
発

端
だ

っ
た
。

当
稲
門
会
に
は
　
吉
沢
恒
夫
さ
ん
が

会
長
を
し
て
い
る
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

が
あ
る
の
で
、
さ
っ
そ
く
趣
旨
を
電
話

し
合
同
で
や
り
ま
せ
ん
か
と
話
し
た
と

こ
ろ
会
員
の
高
齢
化
と
体
力
の
問
題
で

事
実
上
活
動
を
や
め
て
い
る
と
の
お
話

だ

っ
た
。
こ
う
し
て

「歩
く
会
」
は

一

カ
月

一
回
程
度
　
時
間
に
し
て
二
時
間

ぐ
ら
い
近
隣
の
名
所
旧
跡
を
主
に
歩
こ

う
と
い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
。

第

一
回
は
地
元
柴
崎
町
（旧
柴
崎
村
）

で
参
加
者
十
二
名
、
第
二
回
は
谷
保
天

神
か
ら
矢
川
を
参
加
者
十
三
名
　
第
二

回
は
玉
川
上
水
を
た
か
の
台
ま
で
参
加

者
九
名
　
第
四
回
引
込
み
線
跡
を
歩
く

は
参
加
者
十
名
と
い
う
実
績
で
あ
る
。

神
社
仏
閣
に
つ
い
て
は
鈴
木
茂
夫
さ

ん
の
驚
く
べ
き
博
学
に
感
嘆
　
玉
川
上

水
で
は
大
岩
泰
世
さ
ん
の
都
の
清
流
復

活
方
針
に
よ
り
流
れ
を
取
り
戻
し
た
こ

と
な
ど
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
出

来
た
。

今
後
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
十
月

十
五
日
の
武
蔵
五
日
市
憲
法
勉
強
会
の

ほ
か
狭
山
丘
陵

一
帯
　
新
選
組
ゆ
か
り

の
日
野
高
幡
　
多
摩
川
の
橋
め
ぐ
り
、

多
摩
の
横
山
と
歌
人
に
歌
わ
れ
た
百
草

園

一
帯
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

我
々
が
元
気
に
歩
け
る
の
も
あ
と
二

十
年
ぐ
ら
い
か
。
と
こ
ま
で
行
け
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
足
腰
が
達
者
な
う
ち

い
や
は
や
気
が
つ
い
た

、り　ん一』却̈
稀「瑯羅い気っけ

に
出
来
る
限
り
歩
き
た
い
も
の
だ
。

と
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
中
村
克
久

［０
９
０
　
３
１
３
３

８
３
５
６
］
ま
で
．

Ｓ^
３６
政
経
）

か
な

「話
」
が
広
が
り
ま
す
。

立
川
、

つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し

て
い
る
こ
の
町
の
あ
れ
こ
れ
を
訪
ね
る

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
た
だ
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
．

原
人
も
移
民
も
融
合
し
た
立
川
稲
門
族

と
し
て
、
現
場
で
町
の
中
の

「話
」
を

一
つ
ひ
と
つ
バ
ラ
バ
ラ
の
話
と
し
て
て

は
な
く
、
近
世
か
ら
今
日
に
至
る
歴
史

の
枠
組
み
の
中
で
と
ら
え
て
み
る
と

楽
し
さ
は

一
段
と
深
く
な
り
ま
す
。
多

く
の
み
な
さ
ん
が
お
い
て
下
さ
る
の
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（鈴
木
茂
夫
　
Ｓ
２９
露
文
）

が
　
夫
婦
と
し
て
四
十
年
も
過
ご
し
て

来
た
歴
史
の
絆
が
　
こ
ん
な
非
常
時
に

も
大
き
く
影

，
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
哺
み
じ
め
て
い
る
．

妻
の
手
術
は
今
回
で
四
回
日
で
、
危

険
度
も
七
年
前
の
心
臓
の
手
術
と
比
べ

れ
ば
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
本
来
の
明
る
い
性
格
に
加
え
　
私

が
胃
癌
の
手
術
か
ら
完
全
に
回
復
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
あ
え
て
そ
う

見
せ
た
の
か
　
家
族
の
主
婦
不
在
時
の

生
活
を
心
配
し
て
い
た
．
入
院
の
前
日

も
私
に
電
気
釜
　
洗
濯
機
の
使
い
方

風
呂
や
ト
イ
レ
の
掃
除
の
仕
方
　
食
事

の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
細

か
く
指
示
し
　
深
夜
に
も
な
っ
た
．

種
々
の
検
査
を
し
　
手
術
の
日
を
待

つ
日
々
は
辛
か
っ
た
と
思
う
が
　
本
来

の
明
る
さ
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

病
人
の
家
族
と
し
て
　
こ
ん
な
楽
な
こ

と
は
な
く
　
毎
日
の
見
舞
い
が
辛
い
と

思
っ
た
こ
と
は

一
日
も
な
か
っ
た
。

七
年
前
も
そ
う
だ
っ
た
が
　
入
院
か

ら
退
院
ま
で
の
日
々
を

『妻
の
入
院
日

記
」
と
し
て
記
録
し
　
本
人
の
体
調
や

心
の
動
き
　
家
族
の
生
活
を
正
確
に
ま

と
め
た
。
い
ま
読
み
返
し
て
み
て
、
常

に
家
族
の
こ
と
を
案
し
て
い
る
妻
の
姿

に
驚
い
て
い
る
．
早
期
発
見
て
な
か
っ

た
か
ら
執
行
猶
予
の
状
態
だ
が
　
全
快

を
信
し
て
妻
と
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
行
き
た
い
。　
　

Ｓ^
３４
政
経
〉

街の語 り部楽し
博識、名調子の鈴木さ

置
け
な
い
稲
門
会
の
仲
間

だ
け
に
　
つ
い
つ
い
調
子

に
乗

っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
の

交
流
が

一
段
と
深
ま
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
と

は
い
え

私
は
こ
の
町
の

原
人
の
子
孫
で
は
な
い
の

で
す
。
三
十
七
年
前
に
住

み
つ
い
た
移
民
の

一
人
で

す
。
こ
の
町
の
扉
を
開
く
と
、
実
に
豊
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母
校
の
ナ
レ
オ
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
ウ

ク
レ
レ
を
弾
い
て
以
来
　
ハ
ワ
イ
と
の
か

か
わ
り
が
深
ま
っ
た
　
そ
れ
か
ら
ず

っ
と

こ
の
常
夏
の
島
に
興
味
を
持
ち
続
け
　
現

地
訪
問
は
も
う
■
＋
回
近
く
に
な

っ
た
．

そ
の
歴
史
と
現
代
の
姜
に
つ
い
て
読
み

調
べ
を
進
め
る
う
ち
に
　
自
人
か
ら
の
差

別
と
偏
見
と
過
疇
な
労
働
に
耐
え
て
き
た

日
系
移
民
の
歴
史
に
感
動
を
覚
え
た
　
何

よ
り
も
日
系
移
民
の
運
命
に
決
定
的
な
影

響
を
及
ば
し
た
の
が
　

一
九
四

一
年
の
紅

国
日
本
に
よ
る
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
だ

っ
た
。

こ
の
大
事
件
は
　
ハ
ワ
イ
だ
け
で
な
く

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
日
系
移
民
を

一
段
と

厳
し
い
人
種
排
斥
に
追
い
込
ん
だ
。

恥
を
知
る
こ
と
を
忘
れ
　
ヽ
薄
な
責
任

感
の
下
て
　
行
動
原
理
を
自
己
の
利
益
に

置
く
人
間
の
多
い
日
本
人
と
は
対
照
的
に

彼
ら
の
歴
史
は
感
動
的
な
大
河
ト
ラ
マ
だ
。

つ
い
に
三
年
前
　
早
稲
田
大
学
人
間
科

学
部
の
森
本
豊
富
教
授
の
推
薦
で
日
本
移

民
学
会
に
入
会
し
た
。
や
が
て
広
報
委
員

長
の
錦
織
文
良
さ
ん

Ｓ^
“
政
饉
）
も
共

鳴
し
　

一
年
半
前
　
や
は
り
森
本
教
授
の

推
薦
で
入
会
し
た
．

さ
て
　
去
る
六
月
二
日
　
ハ
ワ
イ
大
学

ヒ
ロ
校
の
本
田
正
文
　
準
教
授
が
日
系
二

世
で
あ
る
ル
ー
ス
　
藤
本
さ
ん

“^
）
と

ュ
キ
エ
　
田
中
さ
ん

０^
イ
を
伴

っ
て
ヽ

校
の
所
沢
キ
ャ
ン
バ
ス
を
訪
れ
た
。
　

人

ハ
ワ
イ
に
惚
れ
て
４。
年

日
系
移
民
史
追
い
現
地
交
流
３。
回

専
門
学
会
に
参
加
し
研
究
深
め
る

と
も
心
温
く
元
気
溌
剌
と
し
た
可
愛
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
．
百
五
＋
人
の
学
生
を
相

手
に
移
民
体
験
を
語
り
　
今
や
現
地
日
系
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
大
き
な
柱
と
し
て

白
人
も
ビ
ジ
タ
ー
参
加
す
る
．
ボ
ン

盆^
）

ダ
ン
ス
・
を

『炭
坑
節
」
の
メ
ロ
デ
ィ
に
合

わ
せ
て
何
度
も
教
室
内
で
実
演
し
　
聰
諄
し

た
学
生
議
者
の
度
肝
を
抜
い
た
　
学
生
た
ち

は
　
事
直
で
人
使

っ
こ
い
ハ
ワ
イ
の
日
系
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
大
変
な
共
感
と
興
味
を

不
し

た
。こ

の
授
業
に
は
舗
織
さ
ん
と
私
が
参
加
し

夜
は
所
沢
の
居
洒
屋
で
本
国
先
生
と
一
人
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
も
て
な
し
　
助
手
　
院
生

も
加
わ

っ
て
歓
誠
し
た
。

さ
ら
に
六
月
二
―
六
　
二
十
七
日
の
二
日

に
わ
た
っ
て
　
や
は
り
所
沢
キ
ャ
ン
バ
ス
で

第
十
四
回
日
本
移
民
学
会
年
次
大
会
が
行
わ

れ
た
。
遠
く
ア
メ
リ
カ
は
西
海
岸
か
ら
　
ま

た
ハ
ワ
イ
か
ら
は
前
述
の
本
国
　
準
教
授
が

ラ
リ
ー
　
キ
ム
ラ
教
授
と
ウ
イ
リ
ア
ム
　
ウ

イ
ル
ソ
ン
教
授
と
と
も
に
参
加
し
た
。
大
会

テ
ー
マ
は

「グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
移

民
―
新
旧
移
民
の
相
克
」
で
あ
る
．
自
由
論

題
で
は
　
た
と
え
ば

「
ハ
ワ
イ
島
　
ヒ
ロ
市

の
日
本
人
移
民
町
と
↓
∽
Ｃ
Ｚ
＞
ｇ
ご
　

報^
告

者
は
人
間
科
学
部
大
学
院
修
十
二
年
の
吉
口

裕
美
さ
ん
）
な
ど
卜

一
人
が
報
告
し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
は
　
本
田
準
教
授
ら

二
人
の
ハ
ワ
イ
大
学
の
先
生
方
が

「
ハ
ワ
イ

先
住
民
の
言
語
文
化
復
興
運
動
と
日
本
人
移

民
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
た

こ
れ
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
重
い
テ
ー
マ

だ

っ
た
　
本
上
の
ア
メ
リ
カ
人
に
よ

っ
て
消

さ
れ
か
か
っ
て
い
た
ハ
ワ
イ
語
を
復
興
し
よ

う
と
　
学
者
や
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
欺
＋
年
前

か
ら
言
語
の
　
つ
ひ
と
つ
を
占
老
か
ら
聞
い

て
確
認
し
な
が
ら
　
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
萩

え
　
語
り
合
う
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
驚

く
べ
き
息
の
長
い
セ
オ
リ
ー
重
視
の
運
動
で

あ
る
。
八
千
四
百
語
を
ま
と
め
た
ハ
ワ
イ
語

辞
典
も
で
き
成
果
は
広
範
に
出
始
め
て
い
る
。

夜
の
懇
規
会
で
は
　
か
つ
て
の
早
稲
田
大

学
ナ
レ
オ
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
の
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ト

と
　
立
川
稲
門
会
で
は
お
馴
染
み
の
　
萩
潤

子
さ
ん

（平
成
２
年
英
文
）
率
い
る
早
稲
０

大
学
ハ
ワ
イ
民
族
贅
踊
研
究
会
の
女
子
学
生

十
人
が
華
や
か
に
フ
ラ
を
披
■
し
た
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
　
今
年
四
月
に
大
学
公
認
サ
ー

ク
ル
と
な

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
．
ち
な
み
に

懇
親
会
で
は
　
森
本
歌
授
の
指
名
と
実
行
委

員
会
の
推
鮨
で
私
が
総
合
口
会
を
つ
と
め
た

二
日
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
　
こ
の
大
会

の
テ
ー
マ
で
あ
る

「グ
ロ
ー
バ
リ
セ
ー
シ
ョ

ン
と
移
民
」
で
意
見
交
換
し
た
．

私
は
こ
れ
で
四
度
Ｈ
の
参
加
だ
が
　
燿
〓

書
は
い
つ
も
女
性
が
多
く
　
今
回
も
十
八
人

中
卜
　
人
を
女
性
が
占
め
た
。
ま
た
　
報
告

苦
も
参
加
者
も
学
会
の
嗅
鎮
ク
ラ
ス
か
ら
大

学
院
生
ま
で
多
様
で
　
そ
の
中
に
お
職
さ
ん

や
　
い
や
”
綺
さ
ん
は
消
栞
女
ｒ
人
チ
で
教

籠
を
嶽

っ
て
い
る
の
で
ま
と
も
な
――
で
あ
る

が
　
私
み
た
い
に
異
質
な
メ
ン
バ
ー
が
ま
れ

に
加
わ
り
　
全
体
で
百
人
を
越
す
参
加
計
で

盛
大
な
学
会
だ

っ
た
　
な
お
　
今
回
は
私
た

ち
二
人
と
も
所
沢
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
　
泊
す

る
景
気
込
み
で
臨
ん
だ
学
会
だ

っ
た

最
後
に
　
こ
れ
ま
で
学
会
の
先
生
方
と
懇

談
し
て
い
く
う
ち
に
分
か
っ
た
こ
と
だ
が

私
と
同
じ
よ
う
に
　
日
系
人
移
民
史
に
感
動

を
覚
え
て
こ
の
道
に
入
っ
た
先
生
方
が
い
か

に
多
い
か
を
付
記
し
て
お
き
た
い

皆
さ
ん
も
気
機
に
参
加
し
て
ド
さ
い
。
私

た
ち
が
ご
案
内
し
ま
す
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連
句

俳
旬
に
興
味
と
意
欲

凋

若
』
会
亭
で
修
練

私
が
会

，
を
つ
と
め
る
黛
若
句
会
は

こ
の
春
五
同
年
を
迎
え
記
念
句
集

，
日
遺

＋
句
』
を
発
行
す
る
と
と
も
に

　

い記
念

色
紙
展
］
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に

は
立
川
稲
門
会
々
員
で
は
七
々
木
等
　
佐

竹
茂
市
郎
　
原
掟

一　
　

中^
村
克
久
―
体

会
中
）
が

，
会
し
て
い
ま
す
。
ま
た
　
他

に
も
高
橋
●

大^
官
襦
門
会
々
長
）
を
始

め
　
二
人

与^
野
　
三
凛
　
中
野
）
の
価

門
が
は
り
ま
す
。

句
集

『自
選
卜
句
」
の
中
か
ら
　
さ
ら

に
代
表
句
と
し
て
自
選
し
て
も
ら
っ
た

．

句
を
Ｃ
Ｃ
で
色
紙
化
し
た
も
の
が

〔色
紙

展
〕
で
し
た
。
因
み
に
　
そ
の
句
は

［グ

ラ
ン
ト
の
声
は
つ
ら
つ
と
菫
の
峰
　
ヽ
〕

［火
事
の
後
姿
に
残
す
人
銀
杏
　
茂
市
郎
〕

〔こ
ぬ
か
雨
蜘
蛛
の
巣
白
じ
庭
の
朝

健
　
］

一鮨
雲
押
し
寄
せ

て
く
る
大
漁
旗
　
呆
信
〕

で
し
た
。

句
歴
を
餃
甚
す
る
と

高
校
時
ヽ
に
は
す
で
に
呆

信
の
俳
号
で

扉

句
』
や

『青
玄
』
等
に
投
句
　
入
選
　
そ
れ
が
緑
で

，
山
修
司
ら
が
当
時
の
学
生
俳
人
を
結
集
し

た

『牧
羊
神
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
し
か

し
　
早
稲
田
に
入
学
す
る
頃
に
は
興
味
は
変

り
　
早
稲
田
綺
人
会
に
大
会
し
ま
し
た
　
卒

業
後
も
”
作
は
続
け
ま
し
た
が
　
俳
句
と
は

無
録
の

二
十
年
間
で
し
た
。

あ
る
時
　
ひ
ょ
ん
な
経
棒
か
ら
連
旬
に
興

味
を
も
ち
　
何
人
か
に
呼
び
か
け

《
友
多
加

座
》
な
る
座
を
組
み
秦
人
連
句
を
巻
き
始
め

ま
し
た
　
座
員
が
増
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

《
猿
若
座
》

現^
在
　
休
座
中
〉
も
主
宰
し

て
み
ま
し
た
。
業
者
座
と
は
江
戸
三
座
の
ひ

と
つ
中
村
た
の
前
名
で
　
中
村
座
と
つ
け
る

の
は
不
送
か
な
と
考
え
た
か
ら
で
す
．

連
句
を
始
め
て
み
ま
す
と
　
俳
句
に
も
自

然
と
興
味
が
回
帰
　
学
ぶ
意
飲
も
湧
き
　
仮

称
　
猿
若
句
会
を
発
足
　
改
名
さ
れ
ぬ
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
る
の
が
　

一
見
不
可
解
な

会
名
の
自
来
で
す
。
呆
信
な
る
徘
号
も
学
生

時
代
に
は
日
立

つ
だ
け
で
な
く
少
し
は
粋
で

し
た
が
　
こ
の
年
に
な
り
実
際
に
少
し
果
け

始
め
る
と
洒
落
に
も
な
り
ま
せ
ん

最
後
に
　
先
の

「自
選
十
句
』
は
ま
だ
残

部
多
少
あ
り
ま
す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（文
中
　
敬
林

略
）
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ^
３８
　
東
哲
）

崇
募

纏

国
立
稲
美
展
は
国
立
市
内
の
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

で
桜
の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
年

一
回
開
催
さ
れ

だ
け
で
な
く
最
近
は
　
写
真
　
書
　
陶
芸
の

作
品
も
加
え
て
現
在
　
約
　
―
五
人
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
多
彩
な
内
容
の
様
合
笑
術
展
と

な

っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
か
ら
女
性
Ｏ
Ｂ
の

参
加
を

，

　
一
魔
と
賑
や
か
な
お
祭
り
仕
事

と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
　
綺
三
百
人
の
来
場

者
を
迎
え
　
稲
円
の
Ｏ
Ｂ
お
よ
び
友
人
　
知

人
を
交
え
た
親
睦
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
会

長
は
本
宿
太
市
氏
で
す
。
　

（Ｓ
ａ
政
経
〉

村
野
税
務
会
計
●
３
所

…
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俊

輔

Ｓ^
５７
　
政
軽
）

立
川
市
彙
●
町

一
―
四
―
九

村
野
ビ
ル
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

＾
〇
四
一
）
五
二
二
―
八
九
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇^
四
■
）
五
二
二
―
八
九
五

一

多
●
中
央

，
祭
株
式
会
社

，
・お
森

　

山
　
　
　
　
勇

＾
Ｓ
３７
　
政
経
）

立
川
市
”
町
四
―
バ
ー

〓

Ｔ
Ｃ
Ｌ

０^
四

一）
五
二
五
―

一
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

０^
四

一）
五
二
五
１
〇
四
三
四

二
〇
０
四
年
の
出
品
作
品

て
お
り
　
今
年
で
■

三
ロ
ロ
の
歴
史
あ
る

夫
術
民
で
す
。

当
初
は
日
立
在
住

の
二
人
の
構
函
彙
好

Ｏ
Ｂ
が
発
起
人
と
な

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た

が
　
そ
の
後
は
近
膵

在
住
着
に
も
綸
を
広

げ
て
　
内
容
も
絵
画

中村 信
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初秋の越後・月岡温泉
稲酔会一泊バスツアー

第
２０
回
の
立
川
稲
酔
会
を
９
月

２７
（月
）、
２８
（火
）の
両
日
　
初
秋
の

越
後
　
月
岡
温
泉
（新
潟
県
新
発
田

市
）で
開
き
、

１５
人
が
参
加
し
た
。

会
場
は
同
温
泉
で
は
最
も
山
緒
の

あ
る
割
烹
旅
館

「い
ま
井
」
で

か
ね
て
料
理
、
酒
と
も

一
級
と
の

評
価
が
高
く
、　
一
行
は
贅
を
尽
く

し
た
も
て
な
し
を
堪
能
し
た
。

稲
酔
会
と
し
て
は
初
の

一
泊
旅

行
。
バ
ス
で
往
復
し
　
途
中
で
名

所
、
旧
跡
を
巡
っ
て
楽
し
ん
だ
。

２７
日
は
北
方
文
化
博
物
館
（越
後
屈

指
の
大
地
主
、
伊
藤
邸
）と
水
原
町

の
瓢
湖
．
博
物
館
で
は
　
第
八
代

当
主
の
伊
藤
文
吉
館
長
が
自
ら
案

内
し
て
下
さ
っ
た
。

２８
日
は
　
高

日
早
苗
、
人
野
為
之
　
坪
内
逍
進

と
と
も
に
早
稲
田
四
賢
人
の

一
人

と
い
わ
れ
る
市
島
謙
古
の
生
家

豊^

浦
町
）、
著
名
な
日
本
酒
メ
ー
カ
ー

「菊
水
酒
造
」
（オ
ー
ナ
ー
の
高
澤

英
介
氏
は
早
稲
田
校
友
会
新
潟
支

部
長
　
評
議
員
　
商
議
員
、
ラ
グ

ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
）を
経
て
蕗
谷
虹
児
記

念
館
、
清
水
園
（新
発
田
　
伊
藤
家

所
有
）

足
軽
長
屋
（同
）、
会
津
八

記
念
館
を
訪
ね
、
最
後
に
新
潟

ふ
る
さ
と
村
で
お
士
産
を
買
っ
て

帰
路
に
就
い
た
．

◇
参
加
者
（敬
称
略
）占
川
剛
久
（

代
表
世
話
人
）

伊
藤
暢
子
　
亀
井

裕
子
　
鴛
海
量
良
高
橋
芳
樹
　
中

村
信
　
度
瀬
俊
夫

長
野
長
止
　
ま
つ
子
、
錦
織
文
良

雅
子

桜
山
隆

ズ
国
立
前
会
長
）

内
田
順
也
（昭
島
会
長
）

小
室
修

一
府^
中
副
会
長
）鈴
木
正

明
（府
中
常
任
幹
事
　
事
務
局
長
）

鴛
海
公
認
会
計
士
事
務
所

ｔ

川
¨

暉

ｌｌ
　

ｌ

一　
　
―

サ

ン

（
レ

ス
■

川

　

一●
　
り

Ｔ

Ｅ
Ｌ

（
Ｌ

四
　

）

■

　

し

―

六

一
九

一

Ｆ

，
、
ヽ

一
●

四
　

）

五

　

円
―
九

九

七
¨

鴛

海

)量

を良

木
村
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

サ
働

保

咬

¨

“

組
合

　

経

常
イ

多

Ｌ

格

朱
会

Ｔ
Ｅ

Ｌ

一
Ｌ

四
　

一

■

　

汽

―

　

て―，
Ｌ

●

Ｆ

Ａ
ヽ

一
¨

四
　

）

五

　

●

―

　

（〕
Ｌ

バi

木

本寸

鳥辰

皆幸

建
築
設
備
設
計
事
務
所

二
丼
企
画
株
式
会
社

――

小

林

和

雄

（Ｓ
ｆ
　
理
●
）

ｔ
川
市
鍋
町
四
―
左
―
　
●

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
●

円

一
一

た

　

一
（
―

■

一

四

五

Ｆ
Ａ
Ｘ

（●
四
　
）
ム
　
　
ー

　

八
　
八

発
足
か
ら
七
年

佳
境
の
稲
酔
会

ヨ

及
時
当
勉
勒
　
楽
シ
メ
ル
ト
キ
ハ
精
　
杯
楽

シ
モ
ウ

歳
月
不
待
人
　
叶
（
ス
キ
ユ
ク
　
行
列
ハ
真

場
へ

ご
″
知
陶
洲
明
の
計
で
す
　
末
の
四
句
は

旧
制
中
■
　
年
生
当
時

暉^
卜

八
年
）
　

勉

■
に
い
そ
し
ま
せ
る
数
訓
と
受
け
と
め
て
い

ま
し
た
が
　
こ
れ
は
間
違
い
て

　

「勉
励
」

と
は
　
行
栞
に
精
出
す
こ
と
だ
そ
う
で
す

も
う
少
し

，
く
気
が
つ
い
て
い
れ
ば
　
も

っ
と
楽
し
く
飲
め
た
の
に
　
と
残
な
で
す

（Ｓ
”
商
）

内
容
充
実
ゴ
ル
フ
同
好
会

当
会
は
　
ヽ
　
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
平
成

八
年
に
月
卜
し
日
間
＝
て
た
足
　
以
来
今
年

で
八
年
　
適

，
卜
六
回
　
　
度
も
中
断
す
る

こ
と
な
く
円
■
し
て
き
ま
し
た
　
こ
の
こ
と

は

「
公
員
の
よ
い
親
睦
の
紺
来
で
す

ゴ
ル
フ
メ
ン
パ
ー
は
普
多
Ｉ
”
々
　
個
性

的
で
魅
力
あ
る
人
た
ち
で
す
　
技
術
的
１■
は

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
　
み
ん
な
本
当
に
楽
し
く

フ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
　
　
こ
の
会
が

一
番

楽
し
い
会
だ
　
と
喜
ん
で
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
　
ス
コ
ア
は
　
の
ス
　
参
イ
な
か
ら
当
会

メ
ン
バ
ー
の
平
均
ハ
ン
デ
ィ
は
■
　
で
す

「百
を
切
つ
た
い
な
あ
一
と
い
う
程
度
の
人

た
ち
の
集
ま
つ
て
す
　
ぜ
ひ
こ
の
魅
力
あ
る

ゴ
ル
フ
会
の
お
友
達
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お

勘
め
し
ま
す

連
絡
ｔ
　
硲
　
寛

●^
四

一―
九

二
人
―

―
五
　
）
江
藤
英
彦

●^
四
二
―
●
七
四
―

八
八

二
五
）
　

　

硲^
　
寛
　
Ｓ
“
理
工
）

■

●
制
枷
翡
震

●
＝

，
性
ｒ

４
●
●

■

１
●
　

―

株
式
会
社
　
エ
ル
テ
ッ
ク

ー

長

野

長

正

＾ヽ

“
　
理
Ｉ
）

■

大

和

ｌｌｉ
仲
原

　

―

一
―
　

一

Ｆ Ｔ

Ａ Ｅ

Ｈ

（
・

四

　

）

Ａ

六

人

―

　

●

一

富
野
司
法
書
士
事
務
所

――

宮

野

孝

雄

（Ｓ
ｒ
　
社
学
）

得
餃
「
作
＋

■
洒
栞
比
椰

1ト

ll il:

難不
Fl i
晨 来

ウ
レ
ジ
イ
ト
キ

ニ
ハ
■
シ
モ

ウ洒
フ
ア
ツ
メ
テ
“
門
ノ
ヤ
カ

ラ
ト
飲

モ
ウ

若
イ
ト
キ
Ａ
モ
ウ
コ
ナ
イ

ｌｌ
二

．度
［
ノ
朝

ハ
サ
イ 北方文化博物館で伊藤文吉館長を囲んで=9月 27日

_´ 人、

幹 の
査 先
基 輩
コ■ ‐

旨曇
標 い

1

私

の
人
世
の
節
目
　
節
日
で
忘

れ
ら
れ
な
い
出
会

い
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
　
最
近
の
十
年
間
で
　
私

の
人
世
を
思
い
が
け
な
い
方
向
に

変
え
た
　
人
の
早
稲
田
の
先
輩
と

の
出
会
い
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
お
　
人
は
　
現
在

実
践
女
子
学
園
の
常
務
理
事
で
あ

る
高
野
金
三
氏
で
あ
る
。
氏
と
の

最
初
の
出
会
い
は
　
私
が
早
稲
田

大
学
の
経
理
課
職
員
で
あ

っ
た
頃

で
　
二
十
数
年
前
　
当
時
国
に
代

わ

っ
て
私
学
に
融
資
を
行
う
私
学

振
興
会

（現
日
本
私
立
学
校
振
興

共
済
事
業
団
）
の
頃
で
あ
り

そ
の
後
は
お
会

い
す
る
こ
と
は
な

か

っ
た
。

八
年
前
、
私
が
リ
タ
イ
ア
し
た

次

の
年
の
私
立
大
学
連
盟
の
新
年

会
で
久
し
振
り
に
出
会
い
、
そ
れ

が
き

っ
か
け
で
私
は
今
、
実
践
女

子
学
園
の
監
事
を
努
め
さ
せ
て
戴

き
　
思
い
掛
け
な
い
経
験
を
さ
せ

て
戴
い
て
い
る
．

も
う
お

一
方
は
　
早
稲
田
大
学

商
学
部
名
誉
教
授
で
　
現
在
芝
浦

工
業
大
学
の
理
事
長
を
し
て
お
ら

れ
る
藤
円
幸
男
先
生
で
あ
る
．

早
稲
円
時
代
は
先
生
と
は
特
別

の
親
交
は
な
か

っ
た
が
　
四
年
前

に
日
本
私
立
大
学
連
盟
が
監
事
会

議
を
発
足
さ
せ
て
　
私
も
そ
の
運

営
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
そ
の
運
営
委
員
会
の
委

員
長
に
就
か
れ
た
の
が
藤
円
先
生

で
　
や
は
り
二
十
数
年
振
り
の
出

会
い
で
あ

っ
た
。

運
営
委
員
の
　
人
と
し
て
、
年

一
回
開
催
す
る
二
泊
三
日
の
監
事

会
議
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

運
営
委
員
会

の
中
に
出
来
た
二
つ

の
小
委
員
の
　
つ
を
任
さ
れ
、
先

生
の
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
昨
年

は

「監
事

の
あ
り
方
」
を
ま
と
め

る
こ
と
が
出
来
た
。
今
年
は

「監

事
監
査
基
準
」

の
設
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
体
験
は
　
リ
タ
イ

ア
し
た
時
に
は
全
く
予
期
し
て
い

な
か

っ
た
こ
と
で
　
私
に
新
た
な

る
生
き
甲
斐
を
与
え
て
下
さ

っ
た

お

一人
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

私
の
拙
い
体
験
の

一
部
を
披
露

さ
せ
て
戴
い
た
が
　
こ
れ
か
ら
も

素
敵
な
出
会

い
を
重
ね
、
人
生
を

豊
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

（Ｓ
３４
商
）
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Ｋ
Ｙ
Ｏ
大
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法
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事
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所

…
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法
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Ｏ

К
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一
―
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一

人
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●
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（
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一
五

四
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【会則改正】
平成 16年 9月 9日 に行われた役員会の審議を経て 次のように会則改正を行うこととした

この改正案は 11月 14日 の定時総会に提案し 承認を求める.

月  行 改正案

【目
第 3条

的】
この会は 会員 lB互 の規睦を厚
くし 地域社会に貢献すると共
共に 会員と早F● 田大学の事業
に協力するものとする。

【目 的】
第 3条  この会は 会員相互の規睦を深め

るとともに 母校早稲田大学の事
業を支援することを主な目的とし
かつ 地域社会への貢献に務める
ものとする。

【役員の種,11
第 5条
2 この会に顧問 相後役および

名誉会長を置くことができる。

【役員の種 ,1】

第 5条
2 この会に顧問および相敲役を置く

ことができる。

【補則】 (新設)

第 15条
この会は政治および宗教活動には
一切かかわらないものとする。

く改正の趣旨>
第 3条 立川稲門会は早稲田大学校友会の傘下にあり 同規則第 2条 (目 的)に 「本会は会員相互の親睦を

厚くし 校友の組織を充実させるとともに 会員と早稲田大学との関係を密にし 連携を強化することで

早稲田大学の事業を援助する.Jとあるように 会員ll●の規睦と早稲田大学に対する事業の援助の二点を

明確にしており 地区稲円会の存立の原点もこの二点にあり 「地域社会への貢献Jを従たる目的として

目的の優先順位を変える必要があること.

第 5条第 2項 立川稲Fl会存立の目的は視睦団体であつ その性格はボランティア団体であることを鑑み

役聴を不必要に置く必要はないため 画素化を図るもの。
第 15条新設 第 3条 の改正趣旨にあるように 立

"I稲
門会存立の目的が親睦団体であるとすれば 当然の

こと しかし ,1常 に重要であることを確認||に 規定するもの

立
川
稲
門
会

の
本
部
役
員

任
期
満
了
に
伴
う
立
川
稲
円
会
選
出

の
本
部
役
員
人
事
と
　
今
年
の
稲
門
祭

実
行
委
員
が
次
の
通
り
決
ま
っ
た
。

①
商
議
員
〓
一人
）

任
期
四
年
（二
〇
〇

四
　
七
～
二
〇
〇
八
　
六
）

鴛
海
量
良
会
長
　
志
村
順
子
副
会
長

大
岩
泰
世
顧
問
　
鈴
木
健

一
相
談
役
＾

本
部
推
薦
）．

②
代
議
員

四^
人
）

任
期
四
年

二^
Ｏ
Ｏ

四
　
七
～
二
〇
〇
八
　
六
）高
橋
芳
樹

副
会
長
　
木
村
辰
幸
幹
事
長
　
錦
織
文

良
幹
事

広
報
委
員
長

亀
井
裕
子
幹
事

③
二
〇
０
四
年
稲
門
祭
実
行
委
員

（五

人
）
亀
井
裕
子
（実
行
副
委
員
長
＝
福
引

販
売
　
記
念
品
担
当
）
木
村
辰
幸
幹
事

長
　
佐
竹
茂
市
郎
副
幹
事
長
　
錦
織
文

良
幹
事
　
広
報
委
員
長

鴛
海
量
良
会
長

監^
事
１
本
部
）

④
校
友
会
本
部
幹
事
　
任
期
四
年

二^

〇
〇
四
　
七
～
二
〇
〇
八
　
六
）柴
　
香

里
副
幹
事
長

⑤
校
友
会
本
部
監
事
　
任
期
四
年

二^

〇
〇
四
　
七
～
二
〇
０
八
　
六
）鴛
海
量

良
会
長

▼

．
年
ぶ
り
に
会
報
第
九
号
を
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
　
今
回

も
錦
総
文
良
広
報
委
員
長

〈昭
和
三
卜
八
政

経
）
と
中
村
信
広
報
委
員

〈昭
和
三
十
八
年

東
哲
）
の
名
コ
ン
ピ
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
。
中
村
信
委
員
は
ご
自
分
の
会
社

を
開
放
し
　
な
お
か
つ
　
ご
子
息
の
大

（は

じ
め
）
君
ま
で
き
き
込
み
　
損
得
抜
き
で
貢

献
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
　
会
報
の
制
作
資
は
　
前
記
お
二
人

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
　
名
刺
広
告
を
ご

覧
の
よ
う
に
十
二
名
の
会
員
に
よ
る
協
賛
広

告
と
好
沢
恒
夫
幹
事

（昭
和
四
十
三
教
育
）

と
佐
竹
茂
市
郎
副
幹
事
長

昭^
和
二
十

一
社

学
）
か
ら
の
協
贅
金
に
よ
り
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
た
　
心
よ
り
深
く
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

▼
年

一
回
発
行
の
会
報
の
隙
間
を
埋
め

会
員
の
活
動
状
況
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る

手
段
と
し
て
始
ま
っ
た
立
川
稲
円
会
通
信
も

一
年
十
が
過
ぎ
た
。
こ
の
通
信
も
前
記
お
二

人
の
　
も
ち
ろ
ん
人
言
も
合
め
て
だ
が
　
熟

意
と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
　
す
で
に
十
五

号

（仲
秋
号
）
ま
で
続
い
て
い
る
。
た
だ

い
か
ん
せ
ん
　
こ
の
通
信
は
　
通
信
資
を
ま

か
な
え
る
だ
け
の
余
裕
資
金
が
な
い
た
め

新
年
会
や
観
桜
会
　
納
涼
パ
，
テ
ィ
な
ど
の

行
事
に
参
加
し
た
会
員
に
の
み
配
布
し
て
い

る
の
が
現
状
だ
　
し
か
し
　
会
計
担
当
の
高

橋
芳
樹
副
会
長

（昭
和
三
十
四
商
）
の
創
意

と
工
夫
に
よ
り
　
今
後
は
立
川
稲
円
会
会
費

を
納
め
て
い
る
約
百
五
＋
人
の
会
員
に
は

年
二
回
郵
送
す
る
メ
ド
が
た
っ
た
。
年
内
に

発
送
す
る
予
定
で
あ
る
．
初
め
て
手
に
す
る

方
は
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
は
し
い

▼
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
だ
。
昨
年

二
十
周
年
を
迎
え
て
か
ら
も
う

一
年
。
事
務

局
の
仕
事
は
　
大
学
　
校
友
会
本
部
　
近
隣

稲
門
会
か
ら
の
様
々
な
情
報
の
や
り
と
り
に

加
え
て
　
立
川
稲
門
会
運
営
上
の
種
々
雑
多

作
業
が
加
わ
る
　
と
き
に
は
私
の
事
務
所
ス

タ
ツ
フ
の
手
を
借
り
な
が
ら
　
本
業
の
合
い

間
を
縫

っ
て
　
あ
る
い
は
　
事
務
局
の
作
業

の
合
い
間
に
本
業
を
こ
な
し
な
が
ら
　
例
年

同
様
　
こ
の

一
年
間
も
多
忙
で
充
実
し
た

一

年
で
あ
っ
た

▼
今
年
　
第
二
十

一
回
総
会
の
大
き
な
目

玉
は
　
会
則
の
変
更
で
あ
る
　
内
容
は
こ
の

ベ
ー
ジ
に
掲
げ
た
と
お
り
　
特
に
第
二
条
は

稲
円
会
存
立
の
基
本
的
理
念
を
明
確
に
し
た

こ
と
だ
　
①
校
友
の
親
睦
を
図
る
こ
と
②
母

校
の
事
業

へ
の
支
援
の
二
つ
を
主
な
目
的
と

し
　
そ
の
上
で
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
も
取

り
組
む
こ
と
を
明
示
し
た
．
母
校
が
あ
り

現
役
学
生
の
存
在
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
Ｏ
Ｂ

組
織
と
し
て
の
稲
円
会
が
成
り
立

つ
。
し
た

が
っ
て
私
学
早
稲
日
の
校
友
と
し
て
の
諄
つ

を
持

つ
者
の
会
で
あ
れ
ば
　
こ
の
二
つ
の
主

な
目
的
は
私
た
ち
の
必
要
最
小
限
の
条
件
と

い
え
よ
・つ

第
五
条
か
ら
名
誉
会
長
の
削
除
　
第
十
五

条
の
攻
治
お
よ
び
宗
教
活
動
と
の
か
か
わ
り

の
排
除
は
改
正
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う
に
　
稲

円
会
存
立
の
基
本
的
理
念
に
沿
っ
た
改
正

も
し
く
は
新
設
規
定
で
あ
る

▼
母
校
の
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金

は
全
体
的
に
見
て
低
調
で
あ
る
　
ち
ょ
う
と

現
時
点
が
募
金
開
始
か
ら
二
年
半
を
経
過
し

た
折
り
返
し
点
だ
が
　
目
標
二
百
億
円
に
対

し
現
在
ｔ
十
億
円
　
達
成
率
は
二
五
％
だ
。

立
川
稲
門
会
は
ど
う
か
と
い
え
ば
　
目
標

額

一
　

九
七
五
万
円
に
対
し
て

一
　

ｔ
九
五

万
円
　
曰
標
達
成
率
九

一
　

人
％
。
こ
れ
を

上
回
る
文
部
は
　
宮
崎
県
支
部
の

一
´
Ｏ

五
％
だ
け
だ
。
さ
ら
に
東
京
都
の
四
人
稲
門

会
の
う
ち
福
生
の
二
三

一
　

七
％
に
つ
い
て

第
二
位
で
あ
る
。
ま
た
　
立
川
稲
門
会
実
績

の
う
ち
六
八
　
七
万
円
は
年
会
費
三
十
円
の

う
ち
の
千
円
を
募
金
に
充
て
た
平
成
十

一
年

度
か
ら
五
年
分
の
累
積
で
あ
る
．
大
口
の
法

人
お
よ
び
個
人
の
方
々
は
勿
論
　
金
額
の
多

夕
を
問
わ
ず
応
募
し
て
下
さ
っ
た
方
々
　
会

費
納
入
を
通
し
て
募
金
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
探
い
謝
意
を
表
し
た
い
。　
　
　

澪^
海
）

佐々ホ等

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は

定
年
後
の
駆
け
込
み
寺

「大
限
講
堂
の
鐘
が
お
お
ら
か
に
鳴
り

響
く
の
を
聞
く
時
　
こ
の
大
学
に
居
る

こ
と
の
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
る
」
．

半
世
紀
近
く
前
　
学
生
時
代
の
ク
ラ
ス

文
集
に
書
い
た
拙
文
で
あ
る
．
恥
ず
か

し
い
や
ら
懐
か
し
い
や
ら
で
す
．

こ
の

「不
思
議
な
魅
力
」
を
求
め
て

母
校
に
再
び
通
う
こ
と
に
な
る
と
は
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
中
高
年
を

対
象
に
し
た

「オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

に

一
昨
年
の
春
か
ら
い
そ
い
そ
と
出
か

け
お
り
ま
す
。
退
職
し
た
初
め
て
の
年

は
時
間
を
潰
す
の
に
大
変
で
し
た
。
だ

ら
だ
ら
と
過
ご
し
　
ち
ょ
っ
と
汗
を
か

く
即
ピ
ー
ル
を
飲
む
有
様
。
こ
れ
て
は

と
て
も
第
二
の
人
生
は
無
理
と
、
連
れ

合
い
が
院
む
こ
と
。

「針
の
筵
」
で
あ

り
ま
し
た
。
何
と
か

「メ
リ
ハ
リ
」
の

人
生
を
と
母
校
の

「オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」
が
駆
け
込
み
寺
で
あ
り
ま
し
た
。

当
初
は

「イ
タ
リ
ア
ル
ネ
ツ
ツ
サ
ン

ス
」
と

「シ
ル
ク
ロ
ー
ド
　
そ
の
文
化

と
生
活
」
．
二
年
目
か
ら
は
高
橋
悦
男

先
生
の

「俳
句
鑑
賞
と
実
作
」
で
す
．

そ
し
て
、
い
ま
俳
句
は
十
七
文
字
の
自

分
史
．
何
と
か
正
直
な
自
分
史
を
と
思

い
日
夜
苦
労
の
連
続
で
す
。
現
在
　
現

役
の
学
生
数
五
万
弱
　
中
高
年
の
会
員

数
三
万
　
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
少
子

化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
行
く
。
そ
し
て

ま
た
戦
後
の
ヘ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
団
塊
の

世
代
が
も
う
す
ぐ
ウ
ン
カ
の
ご
と
く
襲

来
す
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
賑
う
と
思
う
。

母
校
が

「庇
を
貸
し
て
母
屋
が
取
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
　
心
配
て
夜

も
眠
れ
な
い
の
で
す
．

Ｓ^
３７
西
洋
史
）

▼
こ
の
会
報
九
号
に
は
　
多

く
の
会
員
に
原
稿
を
お
願
い

し
ま
し
た
　
活
動
振
り
を
皆

さ
ん
に
披
露
し
　
親
睦
を
深
め
よ
う
と

い
う
趣
旨
で
す
．
制
作
行
程
の
突
然
の

変
更
で
時
間
が
切
迫
し
ま
し
た
が
　
執

筆
者
は
全
員
、
締
め
切
り
日
に
間
に
合

わ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
．
お
陰
様
で
順

調
に
編
集
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
工
房

を
全
面
開
放
し
て
下
さ
っ
た
中
村
信
さ

ん
と
、　
一
人
で
全
紙
面
の
制
作
を
や
っ

て
下
さ
っ
た
ご
長
男
の
大

（は
じ
め
）

さ
ん
に
感
謝
し
き
り
で
す
．　
　

錦^
）

▼
予
定
変
更
が
あ
り
、
原
稿
締
め
切
り

が
急
に
早
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

皆
さ
ん
締
め
切
り
を
守
っ
て
く
れ
ま
し

た
．
お
陰
様
で
、
編
集
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
で
き
ま
し
た
。
ま
た
　
編
集
作
業

中
に
激
励
や
差
し
入
れ
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．　
　
　
　

信^
）

広
報
委
員
会
　
館
織
文
良

（委
員
長
〉

中
村
信

副^
委
員
長
）

志
村
順
子

伊

藤
暢
子

高
橋
芳
樹

長
野
長
正

原
健

一

廣
瀬
俊
夫

鴛
海
量
良


